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祝！入学「この高校生活が君自身の人生の飛躍への道標になることを祈念して」学校長式辞▲

＊地域と共に知恵と勇気を育む＊ 長野県蓼科高等学校 〒384－2305 長野県北佐久郡立科町大字芦田３６５２

生命が生き生きと活動を始め、春の訪れを感じる佳
き日に 私達新入生一同は大きな希望と期待を胸にこ
の蓼科高等学校の入学式を迎えることができました。
高校生になったということは私達にとって夢と希望に満
ちあふれていると共に大人への第一歩を歩きはじめた
という大きな不安と緊張が同時にやってきたことになり
ます。自分で選んで進んでいく道は中学生の時より、
とても大きな責任が伴います。楽しいことばかりではな
く、辛いこともあるでしょう。そんな時は、先生方に、
先輩方に良きアドバイスを頂きながら、自分が進むべ
き道に進んでいこうと思います。優しく、厳しく手を差
し伸べて頂けると嬉しいです。
私達はこれからの高校生活３年間を悔いのないよう

に送ることができるよう、精進していくことをここに誓い
ます。
令和４年４月７日

新入生代表 小林香奈亜

日々成長、躍動の高校生活に ～ 学校長式辞
夢、確かな志を持つこと
夢を憧れだけで終わらせない。そのために今月はこれをやり、今週はこう

す するという目標や行動計画を持つ。それにより確かな志を持って、自分の夢
の の実現に向けて、充実した高校生活を送ることができる。

一人ひとりの力を伸ばせる「いい集団」でありたい
先輩や友達、先生方、また地域の人たちなど、多くの人と出会い、ともに様々な知識や技能を身につけ

自らを高めていく。「他人と比較して他人が自分より優れていたとしても、それは恥ではない。しかし、
去年の自分より今年の自分が優れていないのは、立派な恥だ」、イギリスの冒険家ラポックは、自分自身
をふり返り成長することの大切さを述べている。集団は互いに協力し高めあう。 個人のために集団があ
り、いい集団を作るために個人の力が必要となる。クラスやクラブなど、様々な集団を大切にしながら日々
成長してほしい。

入学式 ～自分で選んで進んでいく道は～ 新入生代表 宣誓
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入学式前日の４月６日には、新任式・始業式が行われました。吉澤校長の講話では、生徒同士も生徒と
先生も縁あって出会い、蓼科高校で一緒に学んでいる。学校で集団で学ぶ意義の一つは「人間関係を学ぶ
」、「互いに影響し合い高め合う」ということ。お互いに色々な経験をして、悩んだり考えたり我慢した
り、喜んだり楽しんだりする中で人間関係を学んで欲しい。そのためにも、みんなで気持ちの良い挨拶を
する。時間を守る。授業にしっかり取り組む。提出物を出す。掃除をしっかりやるなど、当たり前のこと
を全校で徹底して行うことを大切にし、よりよい学校づくりをしたいとのお話がありました。

新任式・一学期始業式



★新任職員紹介★吉澤 健二
５年後、10年後どんな生活を
していたいですか？どんな自分
でいたいですか？そのために、
今、何をすればいいのでしょう
か？今の自分は過去の自分が作
ったものです。将来の自分は今
の自分が作るのです。さあ、将
来の自分のために「今」を大切
にしましょう。

三石 真一
国語科でお世話になります。

蓼科山・浅間山・烏帽子岳を
眺めることのできる素晴らし
い環境の中で、学習活動やク
ラブ活動をできることを楽し
みにしています。よろしくお
願いします。

髙栁 亜佐美
岩村田高校から参りました。
よろしくお願いします。末息子
が４月から高１になりました。
MAX５つ作っていたお弁当も今
は３つになりました。休日に８
才になる柴犬と散歩に行くのが
楽しみです。サンドウィッチと
シフォンケーキのおいしいお店
があったら、ぜひ教えてくださ
い。

鷹野 和美
皆さん、はじめまして。

福祉コースを担当する鷹野で
す。年齢だけは重ねています
が、高等学校での教員は人生
で初めての経験です。毎日が
新鮮で、生徒たちとどう関わ
れるか？一緒に勉強すること
への期待でワクワクしていま
す。どうぞよろしくお願いい
たします。

寺島 克彦
音楽を担当する寺島です。美
しい自然に囲まれた校舎、音楽
室前には桜の花が見事に咲いて
います。芸術を学ぶには最高の
環境の中、これから素敵な皆さ
んと音楽できるのがとっても楽
しみです。どうぞよろしくお願
いします。

小林 澄光
ちょうど桜が満開の時が最初

の務めの始まりでした。校内で
はすれ違う皆々から挨拶をされ、

すがすがしさを得ました。担当
教科は書道です。授業前に話し
かけてくれたり、授業中は質問
してくれたり、明るい雰囲気が
大変好きです。本気になって一
所懸命取り組む姿に感動しまし
た。同時にこの調子で繰り返し
学習すれば、すぐれた技がつく
ことでしょう。ひたすら努力す
る姿が第一印象です。週二回だ
けの授業ですが、共に頑張りま
しょう。

花井 聖実
家族で⾧門牧場に行くとき、
いつも見かけていた蓼高の案内
板。この先にはどんな学校があ
るんだろうと思っていました。
窓の外には桜、広い青空と緑に
囲まれたこの場所で。知恵と勇
気を育む生徒たちを図書館から
支援していきたいです。

井上 和幸
⾧野県工科短期大学校から赴

任してきました。皆さんと一緒
に蓼科高校の魅力を大いに感じ
て、学校生活が楽しくなるよう
サポートしていきます。よろし
くお願いします。

４月、新たに９名の先生方を本校にお迎えしました。
生徒の皆さんと一緒に授業や蓼科高校での活動の各
場面で御指導いただきます。敬称略（教科等 前任校）

○ 吉澤 健二 （校長：野沢北高校）
○ 三石 真一 （国語：佐久平総合技術高校・浅間）
○ 髙栁 亜佐美 （理科：岩村田高校）
○ 鷹野 和美 （福祉：東大阪大学短期大学部）
○ 傳村 優子 （国語：野沢南高校）
○ 寺島 克彦 （音楽：長野東高校）
○ 小林 澄光 （書道：野沢北高校）
○ 井上 和幸 （行政：県工科短期大学校）
○ 花井 聖実 （学校司書：県立長野図書館）

よろしくお願いします。

傳村 優子
非常勤講師として週3日勤務し
ています。蓼科高校は、３年前
までお世話になった懐かしい学
校ですが、また新たな気持ちで
生徒に向き合っていけたらと考
えています。よろしくお願いし
ます。


